
決 議 1 7 7 7  ( 2 0 0 7 )  
2 0 0 7 年 9 月 2 0 日 、 安 全 保 障 理 事 会 第 5 7 4 5 回 会 合 で 採 択  
 

安 全 保 障 理 事 会 は 、  
リ ベ リ ア お よ び そ の 周 辺 地 域 の 事 態 に 関 す る 安 保 理 諸 決 議 お よ び 議 長 諸

声 明 、と り わ け 2 0 0 7 年 3 月 3 0 日 の 決 議 1 7 5 0（ 2 0 0 7）、 2 0 0 6 年 9 月 2 9 日

の 決 議 1 7 1 2（ 2 0 0 6）、2 0 0 6 年 9 月 1 9 日 の 決 議 1 6 2 6（ 2 0 0 6）な ら び に 2 0 0 3
年 9 月 1 9 日 の 決 議 1 5 0 9 （ 2 0 0 3） を 想 起 し 、  

2 0 0 7 年 8 月 8 日 の 事 務 総 長 報 告 書 （ S / 2 0 0 7 / 4 7 9） を 歓 迎 し 、  
統 治 を 改 善 し 腐 敗 と 闘 う リ ベ リ ア 政 府 の 継 続 的 な 努 力 と と も に リ ベ リ ア

の 天 然 資 源 に 対 す る 政 府 の 支 配 の 回 復 と 確 立 の た め に と ら れ た 重 要 な 措 置

を も 歓 迎 し 、  
リ ベ リ ア 国 家 警 察 の 再 建 、 装 備 、 展 開 お よ び リ ベ リ ア 国 軍 の 再 構 築 の 開

始 、 な ら び に 国 家 安 全 保 障 体 制 の 構 築 の 進 展 に 留 意 し 、 リ ベ リ ア 政 府 に 対

し 、 国 際 社 会 と の 協 力 の 下 に 、 こ れ ら の 分 野 で の 努 力 を 促 進 す る こ と を 奨

励 し 、  
国 際 社 会 、 西 ア フ リ カ 諸 国 経 済 共 同 体 （ E C O WA S） お よ び ア フ リ カ 連 合

（ A U ） の 継 続 的 支 援 に 謝 意 を 表 明 し 、  
事 務 総 長 特 別 代 表 の 指 導 の 下 で の リ ベ リ ア の 平 和 と 安 定 を 維 持 す る た め

の 継 続 的 か つ 重 要 な 貢 献 に 関 す る 国 際 連 合 リ ベ リ ア・ミ ッ シ ョ ン（ U N M I L ）

の 活 動 を 賞 賛 し 、 こ の 周 辺 地 域 の 国 境 地 帯 に お け る 安 全 保 障 活 動 の 調 整 に

お い て 、 U N M I L と 国 際 連 合 コ ー ト ジ ボ ワ ー ル ミ ッ シ ョ ン （ U N O C I） お よ

び 近 隣 諸 国 政 府 と の 緊 密 な 協 力 を 歓 迎 し 、  
今 日 ま で に な さ れ た 元 兵 士 の 社 会 復 帰 の 実 際 の 成 果 に 謝 意 を 示 し 、 正 規

の 雇 用 に 対 す る 継 続 的 な 必 要 性 を 認 識 し 、  
2 0 0 6 年 9 月 1 2 日 の 事 務 総 長 報 告 書 に 提 示 さ れ た 広 範 な 基 準 に 基 づ く 成

果 を 歓 迎 し 、 U N M I L に よ る 女 性 の 権 利 の 促 進 と 保 護 の た め の 継 続 的 な 努

力 を 歓 迎 し 、 リ ベ リ ア 当 局 に 対 し 、 こ れ ら の 分 野 に お け る さ ら な る 成 果 の

達 成 、 と り わ け ジ ェ ン ダ ー に 基 づ く 暴 力 、 性 的 搾 取 な ら び に 虐 待 と 闘 う た

め に 、 国 際 連 合 国 別 現 地 チ ー ム お よ び 市 民 社 会 と 引 き 続 き 協 力 す る こ と を

求 め 、  
国 家 の 権 威 の 確 立 、 大 規 模 な 開 発 お よ び 復 興 の 必 要 性 、 司 法 改 革 、 全 土

に わ た る 法 の 支 配 の 拡 大 、 リ ベ リ ア の 治 安 部 隊 お よ び 安 全 保 障 機 構 の さ ら

な る 発 展 を 含 む リ ベ リ ア の 紛 争 後 移 行 の 強 化 に お い て 残 っ て い る 重 要 課 題

を 認 識 し 、  
シ エ ラ レ オ ネ 特 別 法 廷 の 安 全 に 対 す る U N M I L に よ る 支 援 の 継 続 的 必 要

性 を 繰 り 返 し 表 明 し 、  
リ ベ リ ア の 情 勢 が 当 該 地 域 に お け る 国 際 の 平 和 と 安 全 に 対 す る 脅 威 を 引

き 続 き 構 成 す る と 判 断 し 、  
国 際 連 合 憲 章 第 7 章 に も と づ い て 行 動 し 、  
1 .  国 際 連 合 リ ベ リ ア ミ ッ シ ョ ン（ Ｕ Ｎ Ｍ Ｉ Ｌ ）の 職 務 権 限 を 2 0 0 8 年 9

月 3 0 日 ま で 延 長 す る こ と を 決 定 す る 。   
2 .  事 務 総 長 に 対 し 、 決 議 1 6 0 9 （ 2 0 0 5 ） の 諸 条 項 に 従 っ て 暫 定 的 に

U N M I L お よ び U N O C I と の 間 で 、必 要 に 応 じ て 、部 隊 を 再 配 置 す る 権 限 を

与 え る 安 保 理 の 意 図 を 再 確 認 す る 。   
3 .  2 0 0 7 年 1 0 月 か ら 2 0 0 8 年 9 月 ま で の 期 間 に U N M I L の 軍 事 部 門 の 一

部 と し て 展 開 し て い る 要 員 の 数 か ら 2 , 4 5 0 名 の 削 減 を 求 め る 事 務 総 長 の 勧

告 を 是 認 す る 。   
4 .  2 0 0 8 年 4 月 か ら 2 0 1 0 年 1 2 月 ま で の 期 間 に U N M I L の 警 察 部 門 の 一

部 と し て 展 開 す る 警 察 官 の 数 か ら 4 9 8 名 削 減 す る と の 事 務 総 長 に よ る 勧 告

を も 是 認 す る  
5 .  事 務 総 長 に 対 し 、 2 0 0 7 年 8 月 8 日 の 事 務 総 長 報 告 書 （ S / 2 0 0 7 / 4 7 9 ）



第 6 6 項 に お い て 詳 述 さ れ た 主 要 な 基 準 に つ い て の 成 果 お よ び 事 務 総 長 も

し く は 事 務 総 長 特 別 代 表 に よ り 勧 告 さ れ た そ の 後 の 基 準 の 改 良 を 監 視 し 、

そ の 成 果 に 関 し て 安 全 保 障 理 事 会 に 対 し 、 本 決 議 採 択 後 6 カ 月 後 ま で に 報

告 を 行 い 、そ の 進 展 の 範 囲 を 念 頭 に お い て 、遅 く と も 2 0 0 8 年 8 月 1 5 日 ま

で に 安 全 保 障 理 事 会 に 対 し 、 U N M I L の 軍 事 部 門 の さ ら な る 削 減 に 関 す る

勧 告 を 行 な い 、 こ こ に 規 定 さ れ た U N M I L の 警 察 部 門 の 削 減 の 勧 告 が 、 警

察 の 訓 練 の 十 分 な 進 展 に 、 適 切 で あ る か を 確 認 す る こ と を 、 要 請 す る 。   
6 .  リ ベ リ ア お よ び そ の 周 辺 地 域 の 治 安 状 況 と 関 連 し て U N M I L の さ ら

な る 削 減 の た め の 事 務 総 長 の 勧 告 を 2 0 0 8 年 9 月 3 0 日 ま で に 再 検 討 す る 安

保 理 の 意 図 を 表 明 す る 。   
7 .  こ の 問 題 に 引 き 続 き 取 り 組 む こ と を 決 定 す る  


